



















































2020 年 1 月 30 日掲載承認
日本語動詞の語彙的アスペクトと意味表示
─「しよる」「しとる」の用法に基づく考察─
Lexical Aspect of Japanese Verbs and Semantic Representation: Semantics of 
siyoru and sitoru

































































































































（12）a. 1 枚のチラシが床に 10 分間落ちた。
  b. 東京駅に 10 分間着いた。

































































































































































  b.  move （e1, e2+e3+e4）［CONST  ＝  ● 
●］<∝ act （e2, x）ο∝ move （e3, y, z）














































































































































1） 本 研 究 の 一 部 は,　JSPS 科 研 費　JP26370572，
JP16K02934，及び,　成城大学特別研究助成の助成を受
けている。
2）ただし，後者の場合でも，実際にはずれる瞬間まで行
為が続かなければ，「直前」の解釈になると考えること
もできる。
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